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アブストラクト 
RedHawk 6.0(kernel 2.6.36.4)で利用されている、e1000e デバイスドライバ(1.2.7.k2)では、10 種のドラ

イバパラメータが存在し、性能が変化することが知られている。 

本稿では、受信パケットによって発生する秒単位の割り込み数を制限する InterruptThrottleRate パ

ラメータ(以下 ITR と呼ぶ)の特性を明らかにする。 

 

InterruptThrottleRate パラメータ 
e1000e ドライバには、アダプタが受信パケットによって生成する秒単位の割り込み回数を制御できる

InterruptThrottleRate パラメータが存在する。 

1.2.7.k2 では、InterruptThrottleRate は、以下の値を設定できる。 

 

0,1,3,4,100～100000 （Default Value: 3） 

0：   オフ(off)  

1：   動的(dynamic),  

3：   動的コンサバティブ(dynamic conservative) 

4：   単純負荷分散(simplified balancing) 

100～100000： 受信割り込み制限数(Hz) 

 

ドライバは、受信トラフィックに基づいて InterruptThrottleRate を動的に調整する 3 つのモードを持

っている。 (1 ,3 または 4 ) 

 アルゴリズムは受信トラフィックの各間隔をクラスに分類し、そのトラフィックのタイプに最適になるように

受信回数を調整する。 

定義されるクラスは "Bulk traffic","Low latency","Lowest latency"の 3 つがあり、以下のような分

類である。 

 

Bulk traffic 標準サイズの大きなパケット 

Low latency 小さなパケットかトラフィックがかなり大きな割合を占める 

Lowest latency ほとんどすべてが小さなパケットまたはわずかなトラフィック 

 

InterruptThrottleRate を 0 に設定すると、受信割り込み制限がオフになり、小さなパケットの待ち時

間を短縮できる場合がある。 

動的モード（１）では、"Bulk traffic" のクラスのトラフィックに対して、 InterruptThrottleRate が 

4000 に設定され、"Low latency" または "Lowest latency" クラスのトラフィックには、

InterruptThrottleRate が 段階的に 70000 まで増加する動的アルゴリズムになっている。 

ディフォルトの動的コンサーバティブモード（３）では、"Bulk traffic" のクラスのトラフィックに対して、 

InterruptThrottleRate が 4000 に設定され、"Low latency" または "Lowest latency" クラスのトラ

フィックには、InterruptThrottleRate が 段階的に 20000 まで増加する動的アルゴリズムになってい

る。 

 単純負荷分散モードでは、毎秒の送受信の割り込み回数によって、決定され、送受信データ量が同じ

であれば、毎秒 2000 回の割り込み以下に調整され、それ以上の場合には、毎秒 8000 回の割り込み程

度に調整される。 

 

この、InterruptThrottleRate は、TxAbsIntDelay パラメータと RxAbsIntDelay パラメータよりも優先さ

れる。つまり、TxAbsIntDelay や RxAbsIntDelay を最小限に設定しても、コントローラは 

InterruptThrottleRate が許可する以上の割り込みを発生しないことに注意しなければならない 
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試験方法 
 

試験 1 UDP ユニキャスト 

２台の iHawk システムを、クロスケーブルでダイレクトに接続し、UDP 通信で送信サイズを変更しなが

らその送受信時間を 10000 回測定し、その平均時間を求める。 

測定はクライアント側で行い、任意のサイズのパケットをエコーサーバーに送信し、エコーサーバーは、

測定クライアントに受信パケットをそのまま、エコーバックする。 

このとき、測定クライアントは、Intel/e1000e を使用し、エコーサーバーには、Broadcom を使用する。 

 

 

   StartTime 

   Send(Len)->Recv(Len) 

   Recv(Len)<-Send(Len) 

   EndTime 

   bps=Len*16/(EndTime-StartTime) 

 

試験 2 TCP ユニキャスト 

２台の iHawk システムを、クロスケーブルでダイレクトに接続し、TCP 通信で送信サイズを変更しなが

らその送受信時間を 10000 回測定し、その平均時間を求める。 

測定はクライアント側で行い、任意のサイズのパケットをエコーサーバーに送信し、エコーサーバーは、

測定クライアントに受信パケットをそのまま、エコーバックする。 

このとき、測定クライアントは、Intel/e1000e を使用し、エコーサーバーには、Broadcom を使用する。 

 

 

   StartTime 

   Send(Len)->Recv(Len) 

   Recv(Len)<-Send(Len) 

   EndTime 

   bps=Len*16/(EndTime-StartTime) 

 

試験 3 UDP ブロードキャスト 

 ２台の iHawk システムを、クロスケーブルでダイレクトに接続し、UDP 通信で送信サイズを 1472 バイト

に固定し、10000 回測定する。プログラム中での受信は行わないで、ネットワーク上の送出タイミングを

計測する。なお、1472 バイトは、物理レイヤのフレーム最大長になる。 

キャプチャープログラムには、Astec-Eyes を使用した。( http://www.asteceyes.com/ ) 

 

 

Len=1472; 

   Send(Len)->Recv(Len) 

    

    

 

DELL T5500 
Intel Corporation  
82571EB  
Gigabit Ethernet  

DELL T5500 
Broadcom Corporation 
NetXtremeBCM5761  
Gigabit Ethernet  

測定クライアント  エコーサーバー  

DELL T5500 
Intel Corporation 
82571EB  
Gigabit Ethernet 

DELL T5500 
Broadcom Corporation 
NetXtremeBCM5761  
Gigabit Ethernet  

測定クライアント  エコーサーバー  

T5500 
Intel Corporation 
82571EB  
Gigabit Ethernet 

DELL PRESISION M6300
Broadcom Corporation 
NetXtremeBCM57xx  
Gigabit Ethernet  

測定クライアント  キャプチャサーバー



                                標準様式
 

 

表題  インテル  e1000e Linux ドライバ  
InterruptThrottleRate パラメータの特性  

No
PSG-20111118-1 

版  2 

ﾍﾟｰｼﾞ 4/17 

試験１(UDP ユニキャスト：半二重)の結果 

 

上記グラフからも明らかなように、ITR=0 とディフォルトの ITR=3 では、最大 40%受信性能低減することが

確認された。また、ITR=1000 つまり 1KHz の割り込み制限を受けるのは、約 40K バイト付近であることも

確認できるが、この閾値を超えると急激に性能が劣化するため、InterruptThrottleRate の設定には、十

分な調査が必要である。本試験プログラムでは、送受信量/時間を使用しているが、UDP では、先行送

信などの機構は存在しないため、半二重通信の速度が計測される点に注意されたい。 
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試験１(UDP ユニキャスト：半二重)の結果データ 

 

 Intel Corporation 82571EB Gigabit Ethernet 転送速度 (Mbits/Sec) 

Length ITR=0 ITR=1 ITR=3 ITR=4 ITR=1000 ITR=10000 ITR=100000

2 0.445663 0.382572 0.348723 0.258305 0.032025 0.323423 0.404999 

4 0.892073 0.77235 0.70339 0.141199 0.064102 0.651809 0.817768 

8 1.781683 1.543725 1.427716 0.256791 0.128201 1.303484 1.635693 

16 3.56003 3.086654 2.885752 0.513591 0.256402 2.607257 3.270395 

32 7.050438 6.166713 5.883353 1.027169 0.512801 5.214301 6.540131 

64 13.83737 12.33311 10.85892 2.054366 1.025608 10.42784 13.07769 

128 26.92293 24.6646 20.84139 4.108666 2.051238 20.84014 26.11139 

256 50.61077 49.1882 41.67964 8.217369 4.1025 41.66972 46.42407 

512 91.47952 83.36098 83.35953 16.43445 8.205053 83.35148 89.77731 

1024 173.4247 110.5933 110.5788 32.86979 16.41002 82.70287 157.8855 

2048 226.7988 221.0206 221.0182 65.74389 32.82117 165.3903 221.1074 

3072 291.3125 248.0967 248.0854 98.61468 49.2316 248.0859 277.8257 

4096 351.5137 330.7917 330.7787 131.4866 65.64192 330.7772 342.8074 

5120 383.5102 336.2146 333.0571 164.3654 82.0533 286.1853 383.8227 

6144 450.8901 396.4216 396.2313 197.2365 98.46375 329.9357 439.3302 

7168 484.999 462.2186 462.1682 230.1122 114.8746 384.9114 479.0485 

8192 486.3491 439.9238 439.7418 262.983 131.2859 439.8981 477.3324 

9216 515.2482 494.3788 494.3414 295.8481 147.696 494.9076 506.9542 

10240 544.117 328.9062 328.8973 328.7335 164.1069 444.0793 533.1537 

16384 606.6036 526.2272 526.2021 525.9484 262.5739 526.7969 603.9892 

20480 654.6596 504.5338 494.0084 437.8894 328.2176 548.7808 643.133 

30720 706.9754 611.7206 611.6741 492.3353 492.3422 618.5514 693.4426 

32768 700.0705 587.1763 579.2037 525.1538 525.1467 657.7288 694.2891 

40960 725.9821 656.7748 656.7788 656.4529 656.0693 657.5389 719.3018 

51200 754.5919 656.582 656.5789 546.9639 409.9492 691.7988 748.6166 

61440 759.3838 656.444 656.4326 656.0687 491.8033 704.133 753.5389 

65507 771.7102 699.9059 699.9042 699.3769 524.3528 749.0866 764.781 
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以下に、参考資料として、100Mbits/Sec でリンクさせた場合の UDP 転送結果を掲げる。 

ここでは、比較のために、Broadcom 同士のデータも示しているが、性能差はあるが、ITR=0 の場合の傾

向と同じであることが理解出来る。 

 

 

 

以下は、ディフォルトパラメータで 64Kbytes 転送時のデータ送信間隔の揺らぎをプロットしたものである。 

Broadcom に比べて、intel のほうが揺らぎ(jitter)は小さいことが解る、しかし、総計を求めると broadcom

のほうが値は小さい。（すなわち送信時間が短い）これは、通信速度-UDP 転送サイズグラフからも明ら

かである。 

 

Intel 総計 Bradcom 総計 

0.005205 0.005114 
 

連続送信時の揺らぎ時間(Intel,Bradcom ともディフォルト(Intel/ITR=3)) 

 

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

25
6

76
8

12
80

17
92

23
04

28
16

33
28

38
40

43
52

48
64

53
76

58
88

64
00

69
12

74
24

79
36

84
48

89
60

94
72

99
84

通
信

速
度

(M
bi

ts
/s

ec
)

通信速度-UDP転送サイズ

ITR0

ITR1

ITR3

ITR4

ITR10000

Broadcom

0

0.00005

0.0001

0.00015

0.0002

0.00025

1 3 5 7 9 11 13 15 17 19 21 23 25 27 29 31 33 35 37 39 41 43

intel

bradcom



                                標準様式
 

 

表題  インテル  e1000e Linux ドライバ  
InterruptThrottleRate パラメータの特性  

No
PSG-20111118-1 

版  2 

ﾍﾟｰｼﾞ 7/17 

通信速度-UDP 転送サイズ結果データ 

 Intel Corporation 82571EB Gigabit Ethernet 転送速度 

(Mbits/Sec) 

Broadcom Corporation 

NetXtreme BCM5761 Gigabit 

Ethernet 転送速度

(Mbits/Sec) 

Length ITR0 ITR1 ITR3 ITR4 ITR10000 Broadcom 

256 16.9674 16.4922 16.49235 9.708307 27.51581 24.45411

512 44.23792 32.98685 32.98897 16.43402 43.50932 38.52117

768 55.51161 49.48384 49.47324 24.65147 55.43941 47.57609

1024 60.15921 32.89418 32.89101 32.86467 58.90783 53.51725

1280 64.62678 41.11101 41.10985 41.08594 64.23397 57.87698

1536 67.03746 49.32381 49.33237 49.29675 66.59999 60.31472

1792 68.2278 57.54407 57.53704 57.50872 67.01961 63.05549

2048 70.6366 65.76419 65.76482 65.72311 70.01744 65.73954

2304 72.78924 64.57396 63.4049 59.27608 72.42791 67.911

2560 74.94909 54.75501 54.75459 41.02572 74.66686 70.13655

2816 76.50701 60.23016 60.22309 45.12645 75.64286 71.75188

3072 78.36484 65.7052 65.70331 49.22868 78.02235 73.81533

3328 77.97153 71.17345 71.16791 53.33181 77.44544 73.96251

3584 79.01536 76.65117 76.64858 57.43342 78.77742 75.19904

3840 80.02711 61.57851 61.56721 61.53652 79.55971 76.22007

4096 80.92414 65.67061 65.6692 65.63817 80.1968 77.10481

4352 81.72227 69.77187 69.77459 69.74202 81.22963 77.9516

4608 83.07812 73.87911 73.87748 73.84302 82.93492 79.54405

4864 82.32886 77.97795 77.97973 77.93833 82.1399 79.1185

5120 82.88283 82.08238 82.08295 82.03977 82.39776 79.80375

5376 83.60062 68.94054 68.93471 57.41837 82.98157 80.42927

5632 84.12014 72.21587 72.21811 60.13803 83.67871 80.99922

5888 84.59796 75.50041 75.50017 62.87197 84.33846 81.46523

6144 84.37777 78.78123 78.7831 65.60578 84.33033 81.5493

6400 84.79246 82.06206 82.06214 68.339 84.44519 82.0533

6656 85.20769 85.09571 85.11399 71.07303 84.75218 82.49404

6912 85.61047 73.84632 73.84348 73.80641 85.29808 82.90762

7168 85.99587 76.57891 76.57643 76.54017 85.8026 83.23947

7424 86.16799 79.31274 79.31194 79.26785 85.7858 83.29252

7680 86.01533 82.04483 82.04753 82.00673 85.5895 83.56122

7936 86.30098 84.77394 84.77375 84.7347 86.00405 83.9791

8192 86.50314 75.06367 75.00759 65.63918 86.36874 84.15515

8448 86.92805 77.34743 77.34842 67.63777 86.81895 84.54815

8704 87.18176 79.6922 79.69001 69.68816 86.85779 84.78911

8960 87.5629 82.03391 82.03402 71.73695 87.61442 85.16634

9216 87.20295 84.37553 84.37677 73.78675 86.94799 85.03961

9472 87.46169 86.72042 86.72047 75.83651 87.28582 85.31675

9728 87.6876 77.92899 77.92749 77.88622 87.51507 85.55258

9984 87.92208 79.97765 79.9777 79.93574 87.61378 85.75162

10240 88.12813 82.0275 82.02733 81.98313 87.8205 85.92413



                                標準様式
 

 

表題  インテル  e1000e Linux ドライバ  
InterruptThrottleRate パラメータの特性  

No
PSG-20111118-1 

版  2 

ﾍﾟｰｼﾞ 8/17 

連続送信時の揺らぎ時間(Intel,Bradcom ともディフォルト(Intel/ITR=3))データ 

Intel（秒） Bradcom（秒） 

0.000103 0.000024

0.000125 0.000101

0.000102 0.000112

0.000147 0.000196

0.000093 0.000021

0.000143 0.000228

0.000127 0.000022

0.000133 0.00022

0.000088 0.000024

0.000148 0.000222

0.000112 0.000022

0.000132 0.000217

0.000124 0.000023

0.0001 0.00023

0.000125 0.000024

0.000137 0.00017

0.000108 0.000095

0.000135 0.000202

0.000139 0.000024

0.00011 0.000214

0.000102 0.000024

0.000147 0.000228

0.0001 0.000024

0.000118 0.000131

0.000149 0.000215

0.00013 0.000023

0.000088 0.000219

0.000146 0.000024

0.00011 0.000221

0.000141 0.000024

0.000117 0.000141

0.000131 0.000201

0.000097 0.000026

0.000147 0.000214

0.000093 0.000028

0.000149 0.00022

0.000136 0.000027

0.000095 0.000235

0.000129 0.000023

0.000108 0.000205

0.000125 0.000028

0.000115 0.000219

0.000101 0.000023
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試験２(TCP ユニキャスト：全二重)の結果 

 

TCP における受信は、プロトコル上のウィンドウサイズも関連するため、解析が困難であるが、当該パ

ラメータによって性能が変化することは、確実に読み取れる。本試験プログラムでは、送受信量/時間を

使用しているので、全二重通信の速度が計測されるため、最大値が 2GBits/Sec になっている点に注意

されたい。 結果からいえば、パケットサイズが 20K 以下であれば、ITR=0 が、それ以上では、ITR=4 が良

い性能を示している。 
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試験２(TCP ユニキャスト：全二重)の結果データ 

 

 Intel Corporation 82571EB Gigabit Ethernet 転送速度(Mbits/Sec) 

Length ITR=0 ITR=1 ITR=3 ITR=4 ITR=1000 ITR=10000 ITR=100000 

2 0.392392 0.392562 0.325785 0.12647 0.032052 0.325734 0.363132

4 0.782312 0.777854 0.651663 0.128411 0.064104 0.651227 0.726243

8 1.56694 1.552846 1.303278 0.256808 0.128203 1.302377 1.452397

16 3.09738 2.974703 2.606585 0.513611 0.256405 2.604593 2.902889

32 6.147374 5.811571 5.213515 1.027249 0.51281 5.210136 5.803423

64 12.16617 11.44435 10.42614 2.054377 1.025625 10.42055 11.58401

128 23.74798 22.52441 20.84943 4.108895 2.051253 20.84287 23.11815

256 44.70264 43.43888 41.68168 8.217524 4.102553 41.67646 43.70521

512 84.89498 63.81365 56.97253 16.43497 8.2051 83.30664 84.91557

1024 138.5681 110.5373 110.562 32.87044 16.4103 82.68659 131.7549

2048 203.6252 1506.055 1542.612 65.74286 32.82137 165.4096 210.6821

3072 974.3314 1726.34 1533.8 98.62324 49.23451 248.1096 1717.274

4096 1598.704 1726.203 1537.271 131.493 65.64696 744.3475 1765.598

5120 1827.698 1739.751 1643.406 166.2111 82.05789 1820.525 1776.178

6144 1848.619 1755.479 1120.908 200.5862 98.47057 1710.643 1762.681

7168 1836.974 1762.744 1736.145 233.4183 114.8825 1772.168 1769.95

8192 1821.18 1754.143 1763.315 268.1716 131.29 339.2365 1753.885

9216 1814.903 1752.443 1826.259 300.6274 147.7021 540.3937 1752.976

10240 1785.531 1816.726 1838.899 333.8434 164.1105 1682.847 1759.677

16384 1755.401 1813.815 1778.345 797.1355 1196.25 1821.866 1744.823

20480 1740.806 1762.513 1755.282 1746.592 1745.858 1839.415 1747.303

30720 1791.417 1739.104 1840.787 1821.26 1437.386 1825.057 1745.214

32768 1855.773 1730.417 1828.552 1828.98 1522.715 1813.904 1744.798

40960 1832.078 1749.624 1820.879 1830.3 1762.688 1806.925 1763.646

51200 1833.47 1825.872 1820.733 1819.396 1803.092 1786.5 1831.184

61440 1817.766 1820.327 1807.633 1817.083 1814.945 1794.55 1825.384

65507 1827.222 1816.341 1819.187 1820.362 1805.853 1811.484 1825.35
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試験３（UDP ブロードキャスト）の結果 
以下に、試験 3 の結果を示す。時間軸は、１ミリ秒当たりのデータ量を Bits/Sec で表現したものである。 

ITU=0 

 

 

ITU=1 
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ITU=3 

 

 

ITU=4 
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グラフの時間軸に着目すると、転送終了までの時間が異なることが理解でき、この時間が短いものほど

バースト性が高いことが読み取れる。 

下記に、このレイト制御が有効であることのデータを示す。 

グラフの縦軸は、パケット間の送信時間であり、ログスケールで示されている。 

ITU100 の場合には、約 10ms(100Hz)で帯域制限が発生していることが容易に読み取れる。 

 

 

 

まとめ 
 

 本試験結果から、リアルタイム用途に於いては、ITR=0 に設定することが望ましいことが判明した。 

なお、起動時にこのパラメータを設定するには、下記のような行を /etc/modprobe.conｆ/e1000e.conf 

に追加する。 

 

alias eth0 e1000e 

alias eth1 e1000e 

alias eth2 e1000e 

alias eth3 e1000e 

options e1000e InterruptThrottleRate=0,0,0,0 

 

なお、ポートが複数枚になる場合パラメータをカンマで分ける必要がある。 
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パラメータ詳細 
パラメータの詳細は、下記 URL で、DELL より公開されているが、パラメータの説明部のみ掲げる。 

http://support.ap.dell.com/support/edocs/network/IntelPRO/R213333/ja/e1000e.htm 

 

注意：上記 URL には、InterruptThrottleRate=4(simplified balancing)の説明が無いため、下記に英語の

ドキュメントを添付する。 

 
Linux* Driver for Intel(R) Network Connection 
=============================================================== 
Intel Gigabit Linux driver. 
Copyright(c) 1999 - 2010 Intel Corporation. 
Contents 
======== 
- Identifying Your Adapter 
- Command Line Parameters 
- Additional Configurations 
- Support 
 
Identifying Your Adapter 
======================== 
The e1000e driver supports all PCI Express Intel(R) Gigabit Network 
Connections, except those that are 82575, 82576 and 82580-based*. 
* NOTE: The Intel(R) PRO/1000 P Dual Port Server Adapter is supported by the e1000 driver, not the e1000e driver due 
to the 82546 part being used behind a PCI Express bridge. 
For more information on how to identify your adapter, go to the Adapter & Driver ID Guide at: 
    http://support.intel.com/support/go/network/adapter/idguide.htm 
For the latest Intel network drivers for Linux, refer to the following website.  In the search field, enter your adapter name 
or type, or use the networking link on the left to search for your adapter: 
    http://support.intel.com/support/go/network/adapter/home.htm 
 
Command Line Parameters 
======================= 
The default value for each parameter is generally the recommended setting, unless otherwise noted. 
NOTES:  For more information about the InterruptThrottleRate, RxIntDelay, TxIntDelay, RxAbsIntDelay, and 
TxAbsIntDelay parameters, see the application note at: 
        http://www.intel.com/design/network/applnots/ap450.htm 
 
InterruptThrottleRate 
--------------------- 
Valid Range:   0,1,3,4,100-100000 (0=off, 1=dynamic, 3=dynamic conservative, 
                                   4=simplified balancing) 
Default Value: 3 
 
The driver can limit the amount of interrupts per second that the adapter will generate for incoming packets. It does this 
by writing a value to the adapter that is based on the maximum amount of interrupts that the adapter will generate per 
second. 
 
Setting InterruptThrottleRate to a value greater or equal to 100 will program the adapter to send out a maximum of that 
many interrupts per second, even if more packets have come in. This reduces interrupt load on the system and can lower 
CPU utilization under heavy load, but will increase latency as packets are not processed as quickly. 
 
The driver has two adaptive modes (setting 1 or 3) in which it dynamically adjusts the InterruptThrottleRate value based 
on the traffic that it receives. After determining the type of incoming traffic in the last timeframe, it will adjust the 
InterruptThrottleRate to an appropriate value 
for that traffic. 
 
The algorithm classifies the incoming traffic every interval into classes.  Once the class is determined, the 
InterruptThrottleRate value is adjusted to suit that traffic type the best. There are three classes defined: 
"Bulk traffic", for large amounts of packets of normal size; "Low latency", for small amounts of traffic and/or a significant 
percentage of small packets; and "Lowest latency", for almost completely small packets or minimal traffic. 
 
In dynamic conservative mode, the InterruptThrottleRate value is set to 4000 for traffic that falls in class "Bulk traffic". 
If traffic falls in the "Low latency" or "Lowest latency" class, the InterruptThrottleRate is increased stepwise to 20000. 
This default mode is suitable for most applications. 
 
For situations where low latency is vital such as cluster or grid computing, the algorithm can reduce latency even more 
when InterruptThrottleRate is set to mode 1. In this mode, which operates the same as mode 3, the InterruptThrottleRate 
will be increased stepwise to 70000 for traffic in class "Lowest latency". 
 
In simplified mode the interrupt rate is based on the ratio of Tx and Rx traffic.  If the bytes per second rate is 
approximately equal the interrupt rate will drop as low as 2000 interrupts per second.  If the traffic is mostly transmit or 
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mostly receive, the interrupt rate could be as high as 8000. 
 
Setting InterruptThrottleRate to 0 turns off any interrupt moderation and may improve small packet latency, but is 
generally not suitable for bulk throughput traffic. 
 
NOTE:  InterruptThrottleRate takes precedence over the TxAbsIntDelay and        RxAbsIntDelay parameters.  In 
other words, minimizing the receive and/or transmit absolute delays does not force the controller to generate more 
interrupts than what the Interrupt Throttle Rate  allows. 
 
NOTE:  When e1000e is loaded with default settings and multiple adapters are in use simultaneously, the CPU utilization 
may increase non-linearly.  In order to limit the CPU utilization without impacting the overall throughput, we recommend 
that you load the driver as follows: 
 
           modprobe e1000e InterruptThrottleRate=3000,3000,3000 
 
       This sets the InterruptThrottleRate to 3000 interrupts/sec for the first, second, and third instances of the driver.  
The range of 2000 to 3000 interrupts per second works on a majority of        systems and is a good starting point, but 
the optimal value will be platform-specific.  If CPU utilization is not a concern, use RX_POLLING (NAPI) and default driver 
settings. 
 
RxIntDelay 
---------- 
Valid Range:   0-65535 (0=off) 
Default Value: 0 
 
This value delays the generation of receive interrupts in units of 1.024 microseconds.  Receive interrupt reduction can 
improve CPU efficiency if properly tuned for specific network traffic.  Increasing this value adds extra latency to frame 
reception and can end up decreasing the throughput of TCP traffic.  If the system is reporting dropped receives, this 
value may be set too high, causing the driver to run out of available receive descriptors. 
 
CAUTION:  When setting RxIntDelay to a value other than 0, adapters may hang (stop transmitting) under certain network 
conditions.  If this occurs a NETDEV WATCHDOG message is logged in the system event log.  In addition, the controller 
is automatically reset, restoring the network connection.  To eliminate the potential for the hang ensure that RxIntDelay 
is set to 0. 
 
RxAbsIntDelay 
------------- 
Valid Range:   0-65535 (0=off) 
Default Value: 8 
 
This value, in units of 1.024 microseconds, limits the delay in which a receive interrupt is generated.  Useful only if 
RxIntDelay is non-zero, this value ensures that an interrupt is generated after the initial packet is received within the set 
amount of time.  Proper tuning, along with RxIntDelay, may improve traffic throughput in specific network conditions. 
 
TxIntDelay 
---------- 
Valid Range:   0-65535 (0=off) 
Default Value: 8 
 
This value delays the generation of transmit interrupts in units of 1.024 microseconds.  Transmit interrupt reduction can 
improve CPU efficiency if properly tuned for specific network traffic.  If the 
system is reporting dropped transmits, this value may be set too high causing the driver to run out of available transmit 
descriptors. 
 
TxAbsIntDelay 
------------- 
Valid Range:   0-65535 (0=off) 
Default Value: 32 
 
This value, in units of 1.024 microseconds, limits the delay in which a transmit interrupt is generated.  Useful only if 
TxIntDelay is non-zero, this value ensures that an interrupt is generated after the initial packet is sent on the wire within 
the set amount of time.  Proper tuning, along with TxIntDelay, may improve traffic throughput in specific network 
conditions. 
 
Copybreak 
--------- 
Valid Range:   0-xxxxxxx (0=off) 
Default Value: 256 
 
Driver copies all packets below or equaling this size to a fresh Rx buffer before handing it up the stack. 
 
This parameter is different than other parameters, in that it is a single (not 1,1,1 etc.) parameter applied to all driver 
instances and it is also available during runtime at /sys/module/e1000e/parameters/copybreak 
 
SmartPowerDownEnable 
-------------------- 
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Valid Range: 0-1 
Default Value:  0 (disabled) 
 
Allows PHY to turn off in lower power states. The user can set this parameter in supported chipsets. 
 
KumeranLockLoss 
--------------- 
Valid Range: 0-1 
Default Value: 1 (enabled) 
 
This workaround skips resetting the PHY at shutdown for the initial silicon releases of ICH8 systems. 
 
IntMode 
------- 
Valid Range: 0-2 (0=legacy, 1=MSI, 2=MSI-X) 
Default Value: 2 
 
Allows changing the interrupt mode at module load time, without requiring a recompile. If the driver load fails to enable a 
specific interrupt mode, the driver will try other interrupt modes, from least to most compatible.  The interrupt order is 
MSI-X, MSI, Legacy.  If specifying MSI (IntMode=1) interrupts, only MSI and Legacy will be attempted. 
 
CrcStripping 
------------ 
Valid Range: 0-1 
Default Value: 1 (enabled) 
 
Strip the CRC from received packets before sending up the network stack.  If you have a machine with a BMC enabled but 
cannot receive IPMI traffic after loading or enabling the driver, try disabling this feature. 
 
WriteProtectNVM 
--------------- 
Valid Range: 0-1 
Default Value: 1 (enabled) 
 
Set the hardware to ignore all write/erase cycles to the GbE region in the ICHx NVM (non-volatile memory).  This feature 
can be disabled by the WriteProtectNVM module parameter (enabled by default) only after a hardware reset, but the 
machine must be power cycled before trying to enable writes. 
 
Note: the kernel boot option iomem=relaxed may need to be set if the kernel config option CONFIG_STRICT_DEVMEM=y, if 
the root user wants to write the NVM from user space via ethtool. 
 
Additional Configurations 
========================= 
 
  Jumbo Frames 
  ------------ 
  Jumbo Frames support is enabled by changing the MTU to a value larger than the default of 1500.  Use the ifconfig 
command to increase the MTU size. 
  For example: 
 
       ifconfig eth<x> mtu 9000 up 
 
  This setting is not saved across reboots. 
  Notes: 
  - The maximum MTU setting for Jumbo Frames is 9216.  This value coincides with the maximum Jumbo Frames size of 
9234 bytes. 
  - Using Jumbo Frames at 10 or 100 Mbps is not supported and may result in poor performance or loss of link. 
  - Some adapters limit Jumbo Frames sized packets to a maximum of 4096 bytes and some adapters do not support 
Jumbo Frames. 
 
  Ethtool 
  ------- 
  The driver utilizes the ethtool interface for driver configuration and diagnostics, as well as displaying statistical 
information.  We strongly recommend downloading the latest version of Ethtool at: 
 
  http://sourceforge.net/projects/gkernel. 
 
  Speed and Duplex 
  ---------------- 
  Speed and Duplex are configured through the Ethtool* utility. For instructions,  refer to the Ethtool man page. 
 
  Enabling Wake on LAN* (WoL) 
  --------------------------- 
  WoL is configured through the Ethtool* utility. For instructions on enabling WoL with Ethtool, refer to the Ethtool man 
page. 
 



                                標準様式
 

 

表題  インテル  e1000e Linux ドライバ  
InterruptThrottleRate パラメータの特性  

No
PSG-20111118-1 

版  2 

ﾍﾟｰｼﾞ 17/17 

  WoL will be enabled on the system during the next shut down or reboot. 
  For this driver version, in order to enable WoL, the e1000e driver must be loaded when shutting down or rebooting the 
system. 
 
  In most cases Wake On LAN is only supported on port A for multiple port adapters. To verify if a port supports Wake on 
LAN run ethtool eth<X>. 
 
 
Support 
======= 
 
For general information, go to the Intel support website at: 
 
    www.intel.com/support/ 
 
or the Intel Wired Networking project hosted by Sourceforge at: 
 
    http://sourceforge.net/projects/e1000 
 
If an issue is identified with the released source code on the supported kernel with a supported adapter, email the specific 
information related to the issue to e1000-devel@lists.sf.net 


